
会社概要

主力製品

社名 久保井塗装株式会社
設立 （西暦）1965年1月26日（創業1958年）
所在地 〒350-1311 埼玉県狭山市中新田1083-3
資本金 5,300万円 従業員数 18名
事業内容 自動車、航空宇宙向け工業塗装、機能性塗装の開発、IoTシステムサービス

作成前の課題認識

会社の強みや近未来ビジョンなど、断片的な発信は作成
前にもしていましたが、経営デザインシートにまとめる前は
体系化が不十分で伝わりにくい面があったと思います。
１シートにまとめるということは、重要でない部分を削ぐとい
うことでもあり、以前はその取捨選択が曖昧でした。

国連SDGsを重視し、新技術の開発にも
取り組む工業塗装の専業企業

作成の成果・今後の活用

経営デザインシートの直近の活用方法として、新工場建
設のための資金調達における説明資料のひとつです。詳
細を説明する資料は別途作成しますが、会社の強みや未
来像を１シートで説明できる資料は、説明相手の役職が
高いほど面談時間も短いので効果的だと思います。

医療現場が求める抗菌加工塗装

ロボットと人、得意分野の合わせ技

塗装に新たな機能性を付与する技術

工業塗装をIoTで管理する



・抗菌、放熱塗装、特殊塗料調合技術
・最適化された塗装プロセス管理技術
・ロボット、IoT活用経験
・サポインの活用経験

自社の強み

熟練技術者の知⾒を活かしつつ、IoT/ロ
ボット技術の活用を目指す技術革新への挑
戦

「これから」の姿への移⾏のための戦略

外部調達資源（誰から）
特殊塗装用スプレーガンメーカー
機能性塗料の研究開発企業

知財
・特殊塗装用スプレーガン技術
・⾼濃度塗料を均質に塗る塗装技術

・経営を継続するための注文
・工業塗装の未来を牽引する期待

知財の果たしてきた役割
現場の塗装ノウハウや管理のノウハウは、
競合他社と差別化を図り当社を選んでいた
だくための拠り所である

提供先から得てきたもの

外部調達資源（誰から）

知財
新しい塗料、塗装⽅法
新しい塗装器具

・塗装が難しい製品の製造を受託して
も確実にQCDを満たし、「発注者に
とっての安心」を提供してきた。
・最先端の顧客要求を塗装に新しい機
能を加えることで、「塗装の新たな可
能性」を提示してきた。
・環境負荷の少ないエコ塗装技術に取
り組み、自社だけでなく他社へも技術
指導を展開し「環境負荷の抑制」に寄
与してきた。
・塗装技術が各種製品の耐久性、耐用
年数を⽀えていることを関係機関に啓
蒙し、「工業用塗装の地位向上」を牽
引してきた。

企業名 久保井塗装株式会社 作成年⽉⽇ 2019年11⽉25⽇経営デザインシート

提供してきた価値 内部資源 事業ポートフォリオ 提供する価値

耐久消費財の耐用年数を⽀えているのは工業塗装であるという信念のもと、新技術の開発にも取り組む工業塗装の専業
企業として、塗装に機能性を付与する新技術の開発や、塗着効率を追求した環境対策であるエコ塗装技術の開発・普及
に努めるなど、未来の中小工業塗装事業者の「あるべき姿」をめざして活動している。

SDGsに合致し、持続可能な社会の⼀員として、また近隣住⺠との共存も踏まえ10年先まで陳腐化しないサス
ティナブルな工場を建てる。

  （＋）   これまでの外部環境   （－） 全社課題（弱み）

顧客に安定した塗装製品を提供する安心感を
与え、技術においては国内外の競業他社と差
別化を図り、名指しで発注される工業塗装会
社の地位を確⽴する

提供先から得るもの

顧客からは売上と利益を、近隣住⺠か
らは事業の継続性と労働⼒を、従業員
からは安定稼働⼒を得る。

知財の果たす役割

解決策

・新工場で解決する課題や開発/導入する装置類の関係を示したロードマップ
や工場構想図を作成し、ステークホルダーと共有する
・新工場建設に必要な各種許可の取り付け、具体的な工場設計、費用⾒積もり
を作成する
・IoT/ロボットなどを活用したシステム開発を⾏う部署を⽴ち上げる
・塗装に関する基礎技能を効果的に身につけさせる
・新工場の塗装能⼒を期待する顧客からの注文増加の裏付けを得る
・⾦融機関から塗装工場を実現するための新工場建設費を調達する
・工場⽴ち上げマスタープランを作成し、確実に進めるよう、進捗管理する・資⾦調達

・顧客から注文の確度

内部資源 事業ポートフォリオ

(+)   これからの外部環境   （－）

移⾏のための課題

・新工場建設予算
・技術革新を推進する人材
・ロボットオペレータ人材
・生産現場の作業員人材
・自動化のための先端設備
・新工場用各種システム構築を
⼿伝ってくれる協⼒会社

知財

・スプレーガン自動制御技術
・IoT/ロボットの活用技術

必要な資源

自社の強み

技術者の練度、品質工学的なアプローチに
よる最適塗装条件の割り出し能⼒、自動⾞
業界で鍛えられた品質管理・生産管理のノ
ウハウ

知財
・塗装に関する顧客課題の解決能⼒
・熟練技術者の⾼度な技能と知⾒
・技能、ノウハウをデータ化する技術
・環境負荷を低減する塗装制御技術

各事業の役割・相互関係等
＜量産品塗装事業＞（売上の源泉）
自動⾞メーカーの厳しい要求に対し、品
質、コスト、納期を厳守する仕組みを構築
し得た信頼で継続的に受注得る
＜ラボ事業＞
航空宇宙分野などの従来の塗装では実現で
きない要求を顧客と共に解決することで塗
装の先端企業として認知され、量産品でも
名指で受注を得る

「新工場により提供できる価値」

＜顧客＞
人⼿不⾜などの外部要因にも打ち勝
ち、顧客要求品質を満たしつつ、環境
にもより優しい塗装を、より多く供給
して欲しいという期待に応える。
＜近隣住⺠＞
騒⾳・悪臭・化学物質などの流出を抑
え、生活に⽀障がない環境を守り、働
く場を提供する。
＜従業員＞
健康を害することがない職場環境をと
安定的な働く場を提供する。
＜自社＞
⾼い付加価値を生み出し、事業の成⻑
と経営の安定基盤をつくる。

・⽇本の自動⾞産業の継続的成⻑
・新技術に挑戦する開発型企業
・⼤⼿企業の基礎研究⼒の低下

・自動⾞産業の海外シフトによる空洞化
・人⼿不⾜の加速による人材難

・自動⾞安全装備普及で新塗装部品需要が増加
・自動⾞の外装⾊増加で、塗装部品種類の増加
・工業塗装業の廃業の増加で事業集約化が進む
・SDGsをはじめとした環境対策への社会的責任の増
加

・社会⼀般として、人口減少と⾼齢化に伴う
従業員募集が難しくなっている
・国内製造業の構造変化

＜量産品塗装事業＞
自動⾞部品メーカーからの自動⾞安全部品な
どに対するこれまで以上の発注を安定的にこ
なす。
＜ラボ事業＞
航空宇宙分野などの研究開発を顧客とともに
⾏い、新しい機能性塗装を他社に先駆けて量
産するための技術確⽴しつづけ、発注各社か
らの絶⼤な信頼を得る。
＜塗装工場IoTシステム事業＞
これまで蓄積してきた塗装プロセス管理技術
を元に設計した生産管理システム「KCW-
CMS」の提供を通して、他社に対して⾼度な
技術指導（コンサルティング）を効果的に展
開する。

自社の強み

創業当初から続く、環境への取り組みと、
従来の塗装の概念を打ち砕く情熱

・⾼度な塗装技術者
・最適塗装プロセスを探索できる人材
・自動⾞業界の管理要求にも応えられる生
産管理システム

・塗装知識を持ち、IoT/ロボットも操作し
システム開発できる若き人材
・IoTを駆使し、受注/調達/製造/出荷を無
駄なく管理する生産管理システム
・これまで蓄積したノウハウとIoT/ロボッ
トを連動させた⾼効率で環境や人の負担が
少ない塗装システム
・これまでの環境対策経験を統合し環境を
守る仕組みを組み込んだ新工場

自社の強み

技術者の練度、それを活かしたロボット制
御、品質工学的なアプローチによる最適塗装
条件の割り出し能⼒、自動⾞業界で鍛えられ
た品質管理・生産管理のノウハウ、それを込
めたIoTシステム

各事業の役割・相互関係等

知財

特殊塗装用スプレーガンメーカー
新しい塗料の研究開発企業、⼤学などの⾼
度専門家（IPCO関係者）・小規模事業者であるため、人

材、活動時間、資⾦⾯で制約があ
る

資源 ビジネスモデル 価値

こ
れ
か
ら

自社の目的・特徴 経営方針

こ
れ
ま
で

価値資源 ビジネスモデル


